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2わたしの議会。

12月
議会報告

令和元年度鳥羽市一般会計補正予算（第９号）ほか、鳥羽
市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
制定についてなど、議案 14件と発議１件を審議しました。

議
案
第
56
号　

�

鳥
羽
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問	�

こ
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
鳥
羽
市
の
行
政
の
重

要
な
担
い
手
で
あ
る
嘱
託
職
員
、
臨
時
的
任
用
職
員

２
０
６
名
の
処
遇
に
か
か
る
こ
と
で
す
。
担
当
部
署

に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
ま
し
た
か
。

答	�

市
長　

嘱
託
職
員
、
臨
時
的
任
用
職
員
の
皆
さ
ん

は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
重
要
な
担

い
手
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
任
用
制
度

の
構
築
に
あ
た
り
、
今
の
待
遇
を
下
回
る
こ
と
の
な

い
制
度
と
す
る
こ
と
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
待
遇
の

改
善
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
構
築
す
る
よ
う
指
示
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

市
長

今
の
待
遇
を
下
回
る
こ
と
の
な
い

制
度
と
す
る
よ
う
指
示
し
た

南
川
則
之

条
例
作
成
に
お
い
て
担
当
部
署
へ

の
指
示
は ・

議
案
質
疑
・

　各常任委員会に 14 議案が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
56
号　

鳥
羽
市
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
地

方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設
に

伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。））

問	�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
１
年
で
任

用
が
切
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
再

任
用
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

答	�

本
市
の
場
合
は
３
年
目
ま
で
は
同

じ
人
を
優
先
し
て
採
用
し
、
３
年

ご
と
に
公
募
を
か
け
て
見
直
し
を

行
う
。

総務民生
委員会

予算決算
委員会

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

人
事
異
動
と
人
事
院
勧
告
に
伴
う

職
員
の
給
与
改
定
に
関
す
る
予
算
計

上
、
ま
た
新
た
に
令
和
２
年
４
月
１

日
か
ら
の
事
業
開
始
の
た
め
の
債
務

負
担
行
為
の
設
定
が
あ
り
ま
し
た
。

（
議
案
第
49
号　

令
和
元
年
度　

鳥

羽
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
））

問	�

介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業

に
つ
い
て
当
初
利
用
見
込
み
を
大

き
く
上
回
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答	�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
よ
り
潜
在
的
利
用
者
の
掘
り
起

こ
し
が
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

問	�

就
学
援
助
が
増
え
た
理
由
は
。

答	�

周
知
に
よ
る
部
分
も
あ
る
が
、
絶

対
数
と
し
て
経
済
的
に
困
っ
て
い

る
方
が
増
え
て
い
る
。
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常任委員会報告

問	�

国
体
の
た
め
の
体
制
を
係
だ
け
で

な
く
教
育
委
員
会
全
体
で
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答	�
２
年
前
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

は
１
名
で
あ
っ
た
が
、
現
在
４
名

で
従
来
の
業
務
と
国
体
業
務
を
分

け
て
国
体
開
催
へ
の
準
備
を
し
て

い
る
。

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

南
川
則
之

濱
口
正
久

瀬
﨑
伸
一

片
岡
直
博

奥
村　

敦

河
村　

孝

山
本
哲
也

中
世
古
泉

木
下
順
一

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

坂
倉
紀
男

世
古
安
秀

49 令和元年度鳥羽市一般会計補正予算（第
９号）

12月23日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○

50 令和元年度鳥羽市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 令和元年度鳥羽市介護保険事業特別会
計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 令和元年度鳥羽市定期航路事業特別会
計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 令和元年度鳥羽市特定環境保全公共下
水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 令和元年度鳥羽市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 令和元年度鳥羽市水道事業会計補正予
算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 鳥羽市会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

57 語学指導等を行う外国青年の報酬及び
費用弁償に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

58
地方公務員法及び地方自治法の一部を
改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

59 鳥羽市職員給与条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 鳥羽市固定資産評価審査委員会条例の
一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 災害弔慰金の支給等に関する条例の一
部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 鳥羽市印鑑条例の一部改正について 12月12日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議8
令和元年台風１９号等からの復旧・復
興に向けた対策を求める意見書の提出
について

12月23日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告8
専決処分した事件の報告について（令和
元年度鳥羽市一般会計補正予算（第８
号））

報
告
に
つ
き

採
決
な
し

議員別表決結果令和元年12月３日～ 12月23日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

三重とこわか国体・大会キャラクター
「とこまる」

鳥羽市はフェンシングの競技会場と
なっています。
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12 月９日に５人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

戸上　健

問	�

貝
類
の
へ
い
死
は
養
殖
カ
キ
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
拡
大
し
て
い
ま
す
。
鳥

羽
市
全
体
の
被
害
状
況
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
ま
す
か
。

答	�

農
水
商
工
課
長　

カ
キ
の
へ
い
死
率
は

６
割
か
ら
７
割
と
の
こ
と
で
す
。
海
域
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
例
年
よ

り
も
高
い
傾
向
で
す
。

問	�

市
長
の
認
識
は
い
か
が
で
す
か
。

答	�

市
長　

焼
き
ガ
キ
屋
さ
ん
も
店
は
開
い
て

い
ま
す
が
、
減
収
は
避
け
ら
れ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。漁
業
系
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
漁
業
共
済
や
マ
リ
ン
バ
ン

ク
の
給
付
事
業
や
貸
付
事
業
に
よ
り
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�
担
当
課
を
含
め
て
横
断
的
に
対
策
本
部
を

設
置
し
対
応
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答	�

市
長　

対
策
本
部
の
設
置
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

情
報
次
第
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

問	�

空
き
家
増
に
伴
っ
て
、
１
戸
あ
た
り
の
共

益
費
も
増
加
し
ま
す
。
こ
の
共
益
費
が
入

居
者
の
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。
改
善
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答	�

建
設
課
長　

共
益
費
に
つ
い
て
は
、
各

棟
の
入
居
戸
数
が
少
な
く
な
る
と
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今

後
は
空
き
戸
数
の
多
い
棟
な
ど
の
入
居

者
の
負
担
増
に
つ
い
て
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長今

後
の
情
報
次
第
で

考
え
た
い

カ
キ
へ
い
死
の

市
対
策
本
部
設
置
を

関係者はカキへい死に頭を悩ませている

日程 議員氏名 項目

12月９日（月）

戸上　健

カキ斃死問題について
貧困対策について
住みたくなる市営住宅への改良改善について
災害避難所の改善について

南川則之 鳥羽駅周辺における観光の玄関口にふさわしい空間づくりについて

濱口正久 鳥羽市における関係人口増加策について

世古安秀 台風19号における相差町池中地区の冠水対策について

河村　孝 地域共生社会について
地域公共交通について

建
設
課
長

　
対
応
を
検
討
し
た
い

市
営
住
宅
共
益
費
改
善
を



5 わたしの議会。

南川則之

濱口正久

問	�

観
光
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
づ

く
り
と
い
う
面
で
鳥
羽
駅
周
辺
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答	�

副
市
長　

か
な
り
老
朽
化
し
て
お
り
、

古
び
た
時
代
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
一

番
重
要
な
の
は
結
節
点
機
能
の
確
保
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

鳥
羽
駅
周
辺
の
地
区
は
、
近
鉄
・

Ｊ
Ｒ
と
い
っ
た
鉄
道
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船

が
出
入
り
す
る
な
ど
、
港
が
あ
る
交
通
の

結
節
点
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
歴
史
的
に
も
、
地
形
的
に
も
、
ほ
か

に
は
な
い
有
利
な
結
節
点
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
地
域
は
鳥
羽
で
は
本
当

に
大
変
重
要
な
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
で
き
る
部
分
は
お
お
む
ね

整
備
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
民
間
の

土
地
に
お
い
て
、
民
間
の
事
業
者
主
導
の

も
と
で
開
発
計
画
が
立
案
さ
れ
て
い
く

の
が
理
想
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
当

問	�

空
き
家
対
策
計
画
の
策
定
の
進
め
方
を

聞
き
ま
す
。

答	�

建
設
課
長　

法
律
、
不
動
産
、
建
築
、

商
工
、
住
民
代
表
等
で
構
成
す
る
空
家

対
策
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
検

討
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
各
課
の
担
当

者
で
構
成
す
る
空
家
対
策
計
画
策
定
部

会
を
設
置
し
な
が
ら
、
鳥
羽
市
と
し
て
の

空
き
家
対
策
の
方
針
を
策
定
し
て
い
く

予
定
で
す
。

問	�

人
口
流
出
を
食
い
と
め
る
た
め
の
定
住

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
に
お

け
る
市
長
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
重
点
施
策
に

は
、子
育
て
支
援
施
策
、移
住
定
住
施
策
、

関
係
人
口
づ
く
り
、
地
方
創
生
の
各
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
域
の
稼
ぐ
力
や
地
域
価

値
の
向
上
と
い
っ
た
も
の
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
総
合
的
に
効
果

を
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と

面
は
そ
の
よ
う
な
動
き
に
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

Ｊ
Ｒ
側
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答	

市
長　

必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�
基
本
計
画
を
実
施
し
て
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議

に
入
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思
い
ま
す
が
、

市
長
の
判
断
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

ア
ン
テ
ナ
を
敏
感
に
し
て
、
可
能

な
方
法
が
な
い
か
と
探
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
え
る
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
空
き
家
は
、
全
庁

を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
活
用
と
い
う
視
点
で
は
、
地

域
の
方
の
居
場
所
づ
く
り
や
活
躍
の
場

づ
く
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
行
政
だ
け

が
整
備
し
て
運
用
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
活
用
方
法
で
、
地
域
の
方
が
み
ず
か

ら
継
続
し
て
運
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長

交
通
の
結
節
点
で
大
変
重

要
な
場
所
だ
と
思
っ
て
い

ま
す

市
長

重
点
施
策
等
の
取
り
組
み

に
よ
る
総
合
的
な
効
果
を

出
し
て
い
く

観
光
の
玄
関
口
に

ふ
さ
わ
し
い
空
間
づ
く
り
は

定
住
施
策
の
考
え
方
は

県が塗装工事を行っていた歩道橋

総務省「関係人口」ポータルサイトより
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河村　孝

世古安秀

問	�

市
長
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
地
域
共
生
社
会

へ
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答	�

市
長　

地
域
の
様
々
な
場
所
に
地
域
住

民
が
集
ま
る
場
所
が
あ
る
、
あ
る
い
は

地
域
住
民
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
人
と
つ
な

が
っ
て
い
る
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
ど
れ

か
に
は
関
わ
る
と
い
う
よ
う
に
、
幾
つ
も

関
わ
る
人
も
い
れ
ば
、
一
つ
、
二
つ
し
か

関
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

全
て
の
人
に
関
わ
っ
て
く
る
と
い
う
の
が

地
域
共
生
社
会
の
私
の
持
っ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

問	�

タ
ク
シ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
聞

問	�

台
風
19
号
の
池
中
の
被
害
状
況
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

答	�

総
務
課
副
参
事　

浸
水
被
害
に
つ
き
ま

し
て
は
、
住
家
の
床
上
浸
水
が
３
件
、
店

舗
・
事
務
所
・
物
置
等
の
非
住
家
へ
の

浸
水
被
害
が
５
件
で
し
た
。

問	�

今
回
の
浸
水
や
冠
水
の
要
因
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

答	�

総
務
課
副
参
事　

要
因
と
し
ま
し
て
は
、

大
雨
と
満
潮
及
び
台
風
の
接
近
に
よ
る

海
面
上
昇
が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
10
月
12
日
の
１
日
降
水
量
は

２
８
１
ミ
リ
、
海
面
上
昇
は
、
最
大
80
セ

ン
チ
で
し
た
。

問	�

こ
れ
ま
で
鳥
羽
市
が
と
っ
て
き
た
対
策
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答	�

農
水
商
工
課
長　

ポ
ン
プ
の
設
置
、
道

路
の
か
さ
上
げ
、
排
水
ゲ
ー
ト
の
か
さ
上

げ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答	�

市
長　

今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
ん
で

き
ま
す
と
、
タ
ク
シ
ー
に
限
ら
ず
、
移
動

手
段
の
確
保
は
大
変
重
要
な
問
題
で
あ

り
、
ま
た
、
観
光
地
と
し
て
観
光
客
の
周

遊
促
進
を
図
る
た
め
の
交
通
手
段
の
維

持
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
に
は
、
鳥
羽
市
の
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
や
取
り
組
み
方
針
を
示
し
た

鳥
羽
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

策
定
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
庁
内
の
関
係
課
や
関

係
団
体
、
住
民
、
交
通
事
業
者
等
が
本

市
の
移
動
手
段
及
び
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
十
分
な
協
議
を
行
い
、
中
長

期
的
な
視
野
で
計
画
を
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

水
門
の
開
閉
管
理
を
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
か
。

答	�

農
水
商
工
課
長　

池
中
用
水
路
の
水
門

の
開
閉
を
農
水
商
工
課
も
現
場
の
作
業

に
加
わ
り
、
町
内
会
と
協
力
し
て
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�
排
水
能
力
が
高
い
ポ
ン
プ
を
新
た
に
導

入
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答	�

農
水
商
工
課
長　

既
に
妙
慶
川
で
運
用

し
て
い
る
移
動
式
ポ
ン
プ
等
の
導
入
に
つ

い
て
、
今
後
、
検
討
を
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

全
て
の
人
に
関
わ
っ
て
く

る
の
が
地
域
共
生
社
会

農
水
商
工
課
長

移
動
式
ポ
ン
プ
等
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
を
考
え
て

い
ま
す

市
長
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

地
域
共
生
社
会
へ
の
思
い
は

能
力
が
高
い
ポ
ン
プ
の

新
た
な
導
入
は

地域共生社会イメージ
QRコードを読み取ると
資料をご覧いただけます。
※パケット通信料がかかります。

10月12日の相差池中地区の冠水状況
水位は路面より80cmにも達しました

市
長

　
中
長
期
的
な
視
野
で
計
画
を
立
て
て

い
き
た
い

公
共
交
通
の
あ
り
方
へ
の

市
長
の
考
え
は
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総務民生常任委員会
　視察日
　10 月 10 ～ 11 日

　視察先

議会運営委員会
　視察日
　10 月 17 ～ 18 日

　視察先

常任委員会では、次のとおり行政視察を行いました。

▶ 委員会行政視察

静岡県熱海市
（行財政改革の取り組みについて）

茨城県かすみがうら市
（議案審査特別委員会等議会運営について）

静岡県西伊豆町
（ふるさと納税事業について）

埼玉県所沢市
（議会基本条例の見直し・検証、議会評価等議会改革の取
り組みについて）

各議員が作成した報告書は鳥羽市議会ホームページで公開しています。
鳥羽市議会トップページから議会基本条例・議会改革・ＩＴ化のページへ進み、
ページ下部「行政視察報告書」をご覧ください。

http://www.city.toba.mie.jp/gikai-shomu/gikaikihonjyourei.html
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今、きらりと輝いている鳥羽市出身の人達にスポットを
あてる企画です。

きらり輝く人達

1977年生まれ。2008年よりbelogを設立。2013年にはbelog chez vousの名で
拡張リニューアル。
代官山・恵比寿においてトップサロンとして牽引中。
撮影からサロンプロデュース、シャンプー＆トリートメント製作、へアカタ
ログ出版、教育、美容師としてもコンテストなど数々の名誉を受賞し、あら
ゆるジャンルをマルチにこなす。サロンホームページ等もすべて自己プロ
デュースで製作。
技術では一人一人の髪質や骨格、ライフスタイルに合わせた独自のオートク
チュールカットで、出会えた全てのお客様に満足と発見を約束するスペシャ
ルスタイリスト。

belog chez vous
東京都渋谷区恵比寿南１-16-12　　URL： https://hair-belog.com/

プロフィール b
ヴェローグ

elog c
シ ェ

hez v
ヴ ー

ous 代表　喜
き

早
そう

 純
じゅんや

也 さん

 〒
517－0011

鳥
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市
鳥

羽
３

丁
目

1－1
 ☎

0599－25－1206   
0599－25－1215   

gikai@
city.toba.lg.jp
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検
 索

│
現
在
は
ご
自
身
で
サ
ロ
ン
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

美
容
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
」

　

そ
ん
な
事
を
中
学
の
頃
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
前
に「
喜
び
」と
あ
る
よ
う
に
、僕
の
好
き
な
事
は「
人

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
事
」

　

直
接
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
に
思
い
つ
い
た
の
が
美
容
師
で
す
。

│
東
京
で
活
躍
す
る
喜
早
さ
ん
か
ら
見
て
、
鳥
羽
の
魅
力

は
ど
こ
だ
と
感
じ
ま
す
か
。

　

僕
は
全
国
47
都
道
府
県
を
回
っ
て
み
ま
し
た
。
島
も
山

も
回
り
続
け
て
い
ま
す
。
今
は
全
世
界
を
回
っ
て
い
る
最

中
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
自
信
を
持
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
羽
は
す
ご
い
な
と
。

　

観
光
資
源
の
質
の
高
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
差
を

感
じ
る
の
は
「
人
が
優
し
い
。」
こ
れ
に
つ
き
ま
す
。
気

軽
に
挨
拶
を
交
わ
し
て
く
れ
る
と
い
う
人
と
し
て
の
基
本

的
な
振
る
舞
い
も
、
鳥
羽
で
は
常
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

自
信
を
持
っ
て
紹
介
で
き
る
最
高
の
街
で
す
ね
。

│
最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
京
に
来
て
早
22
年
と
な
り
ま
す
。
も
う
鳥
羽
よ
り
も

長
く
過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

僕
が
今
こ
う
し
て
東
京
と
い
う
舞
台
で
戦
い
続
け
ら
れ

る
の
は
、
鳥
羽
で
身
に
つ
け
た
、
人
と
し
て
の
基
本
的
な

振
る
舞
い
や
情
熱
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
人
が
集
ま
る
東
京
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
基

本
的
な
力
こ
そ
が
魅
力
な
ん
だ
と
日
々
実
感
し
て
い
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
街
で
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

編集後記
わたしの議会。（とば市議会だより）第 170 号をお届けします。
令和２年１月７日に広報広聴委員会を開催し、今号のレイアウト
及び内容について確認をし、まとめさせていただきました。
今後も７名の委員が活発な意見を出し合い、関心を持って読んで
いただけるような紙面になるよう努力していきます。本年も、
皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
� 記　南川則之

広報広聴委員会 委員長　　山本哲也
副委員長　濱口正久
委員　　　南川則之
委員　　　河村　孝
委員　　　奥村　敦
委員　　　木下順一
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